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高田カトリック幼稚園・
リズモープレスクール姉妹校（園）提携

高
田
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

園
長　
友
井 

桂
子

今
か
ら
50
年
以
上
前
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
リ
ス
ト
修
道

会
の
神
父
様
た
ち
が
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
愛
の
架
け

橋
と
な
る
た
め
に
日
本
に
来
て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
の
幼
稚
園

を
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
幼
稚
園
の
初
代
園
長
で
あ
る
パ
ウ

ロ
・
グ
リ
ン
神
父
の
故
郷
で
あ
る
リ
ズ
モ
ー
市
の
幼
稚
園
と
姉

妹
校（
園
）を
結
べ
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

今
度
は
子
ど
も
た
ち
が
両
国
の
架
け
橋
と
な
り
、
互
い
の
国

の
文
化
や
生
活
に
触
れ
、
理
解
と
友
情
を
深
め
、
成
長
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

これからも

よろしくね

２
月
27
日
㈬
、
高
田
カ
ト
リ
ッ

ク
幼
稚
園
と
、
リ
ズ
モ
ー
プ
レ
ス

ク
ー
ル
と
の
姉
妹
校（
園
）提
携
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
両
園
を
中
継

し
ま
し
た
。
提
携
の
署
名
の
あ
と
、

両
園
児
が
そ
れ
ぞ
れ
２
曲
の
歌
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
大
き
な

ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
両
園
の
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
姿
が
映
り
、
お

互
い
に
あ
い
さ
つ
し
、
手
を
振
り

合
う
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

▲姉妹校提携文書

リ
ズ
モ
ー
プ
レ
ス
ク
ー
ル

園
長 

ア
レ
ク
シ
ス・ヒ
ュ
ー
ズ

２
０
１
８
年
に
大
和
高
田
市
の
皆
さ
ん
が
リ
ズ
モ
ー
プ
レ

ス
ク
ー
ル
を
訪
れ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
と
き
に
話
題
に
な
っ
た

姉
妹
校（
園
）提
携
が
、
こ
ん
な
に
早
く
実
現
で
き
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

高
田
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
と
の
提
携
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
世
界
の
ほ
か
の
文
化
や
、
人
々
の
理
解
を
深
め
る
、

す
ば
ら
し
い
幼
児
期
の
経
験
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
、
経
験
、
ア
イ
デ
ア
、
そ
し
て
知
識
を

共
有
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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幼
稚
園
が
結
ん
だ
日
豪
の
絆

高
田
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
は
、
大
和
高

田
市
と
リ
ズ
モ
ー
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流

に
深
い
縁
が
あ
り
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
日
本
が
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
侵
攻
し
た
こ
と
か
ら
、
戦
後

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
強
い
反
日
感
情

が
あ
り
ま
し
た
。
１
９
５
２
年
、
高
田
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
に
、
リ
ズ
モ
ー
市
出
身
の

パ
ウ
ロ
・
グ
リ
ン
神
父
が
赴
任
し
て
き
ま

し
た
。
当
時
、
本
市
に
は
幼
稚
園
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
幼
稚
園
が
必
要
だ
と
感

じ
た
神
父
は
両
国
を
奔
走
し
、
募
金
を
集

め
、
高
田
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
を
建
て
ま

し
た
。
初
代
園
長
は
、
パ
ウ
ロ
・
グ
リ
ン

神
父
で
す
。

幼
稚
園
建
設
に
は
、
多
く
の
大
和
高
田

市
民
も
協
力
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
大
和
高
田
市
と
リ
ズ
モ
ー
市
の
絆
が

深
ま
り
、
１
９
６
３
年
、
大
和
高
田
市
と

リ
ズ
モ
ー
市
は
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
間
で
第
１
号
と
な
る
姉
妹
都
市
提
携
と

な
り
ま
し
た
。

姉
妹
校
の
歴
史

２
０
１
３
年
の
姉
妹
都
市
交
流
50
周
年

記
念
事
業
の
開
催
以
降
、
両
市
の
交
流
は

益
々
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
両
市
の
高
校
生
が
互
い
の

国
を
行
き
来
し
、
文
化
を
学
び
あ
う
派
遣

学
生
事
業
を
主
と
し
て
交
流
を
深
め
て
き

ま
し
た
。
も
っ
と
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
、

何
か
交
流
で
き
な
い
か
と
考
え
、
始
ま
っ

た
の
が
姉
妹
校
提
携
で
す
。
２
０
１
４
年

に
は
、
両
市
５
つ
の
学
校
同
士
の
姉
妹
校

提
携
が
始
ま
り
ま
し
た
。
組
み
合
わ
せ
は

次
の
と
お
り
で
す
。
手
紙
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
交
換
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
互
い
の
学
校
を
紹
介
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

本
市
と
リ
ズ
モ
ー
市
は
、
２
０
１
４
年

４
月
に
「
姉
妹
校
支
持
同
意
書
」
に
署
名

し
、
両
市
の
学
校
同
士
の
交
流
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
有
意
義

な
国
際
交
流
活
動
を
応
援
し
ま
す
。
姉
妹

校
交
流
や
姉
妹
都
市
交
流
を
通
じ
て
、
諸

外
国
の
文
化
な
ど
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

〔
大
和
高
田
・
リ
ズ
モ
ー
都
市
友
好
協
会

事
務
局　
企
画
広
報
課
内

　
内
線
２
７
３
〕

２
０
１
８
年
６
月
、
姉
妹
都
市
交
流
55

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
大
和
高
田
市

訪
問
団
が
リ
ズ
モ
ー
市
を
訪
れ
た
際
、
リ

ズ
モ
ー
プ
レ
ス
ク
ー
ル
を
見
学
し
ま
し
た
。

児
童
１
１
０
人
が
在
籍
し
、
75
年
前
に
リ

ズ
モ
ー
市
で
最
初
に
で
き
た
幼
稚
園
で
す
。

園
庭
で
焚
き
火
を
し
た
り
、
笑
顔
で
の
び

の
び
と
活
動
す
る
児
童
の
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
歌
を
教
え
て
あ

げ
よ
う
と
、
訪
問
団
は
「
か
え
る
の
合
唱
」

を
歌
い
ま
し
た
。
こ
の
歌
は
、
訪
問
団
の

帰
国
後
も
、
リ
ズ
モ
ー
プ
レ
ス
ク
ー
ル
で
、

み
ん
な
で
一
緒
に
歌
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

これまでに提携した姉妹校の組み合わせ
大和高田市 リズモー市

2014年
4月14日提携

片塩小学校 リズモー公立小学校

浮孔小学校 グーネラバー小学校

磐園小学校 セントカーセージ
小学校

高田商業高等学校 カディナ高校

2014年
8月7日提携 陵西小学校 アワ・レディ・ヘルプ・

オブ・クリスチャン小学校

▲グリン神父
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市債
県支出金譲与税

交付金

国庫支出金

地方交付税 市税

繰入金
繰越金

自主財源
   34.7％

依存財源
   65.3％

使用料及び手数料
分担金及び負担金

諸収入
その他
（財産収入、寄付金）

歳入
270億3,000万0千円

総　　額
572億1,０００万円

平
成
31
年
度
予
算
は
、一般
会
計
、５
つ
の
特
別
会
計
、３
つ
の
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て
総
額

５
７
２
億
６
１
６
万
円
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
の
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、38
億
５
、４
８
０
万
円
の
増
、率
に
し
て
7.2
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一般
会
計
予
算
は
、統一地
方
選
挙
を
控
え
て
い
る
た
め
、『
新
庁
舎
建
設
事
業
』『
大
和
高
田

当
麻
線
街
路
事
業
』『
高
田
西
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
』な
ど
の
継
続
事
業
を
中
心
と
し
た

骨
格
予
算
で
編
成
し
て
い
ま
す
。

な
お
、国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
な
ど
の
特
別
会
計
や
、水
道・下
水
道・病
院
事
業
の
企
業

会
計
は
、事
業
の
継
続
性
な
ど
を
考
慮
し
、通
常
ど
お
り
の
年
間
予
算
で
編
成
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
も
、強
固
な
財
政
基
盤
の

確
立
に
努
め
ま
す
。

一般会計　歳入予算
市
の
行
政
活
動
を
支
え
る
市
税
収
入
は
、主
に
個
人
市
民
税

や
法
人
市
民
税
、固
定
資
産
税
の
増
収
に
よ
り
、市
税
収
入
全
体

で
、前
年
度
よ
り
６
、５
０
０
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

一方
、国
の
地
方
財
政
対
策
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、臨
時
財

政
対
策
債
と
の
合
計
で
は
、前
年
度
に
比
べ
４
、３
０
０
万
円
の

減
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
の
項
目
で
は
、地
方
特
例
交
付
金
に
お
い
て
、幼
児
教

育・保
育
の
無
償
化
に
伴
う『
子
ど
も
子
育
て
支
援
臨
時
交
付

金
』と
し
て
１
億
７
、７
０
０
万
円
の
収
入
を
見
込
む
と
と
も
に
、

国
庫
支
出
金
に
お
い
て
は
、プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
な
ど
の

事
業
実
施
に
と
も
な
い
２
億
２
、７
０
０
万
円
の
増
収
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、建
設
事
業
に
か
か
る
市
債
に
お
い
て
は
、新
庁
舎
建
設

事
業
、道
路・橋
り
ょ
う
整
備
事
業
、学
校
施
設
整
備
事
業
な
ど

に
対
す
る
も
の
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

●一般会計 ･ 特別会計 ･ 企業会計  合計表 予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
31
年
度

歳入 予算額 構成比
（％）

前年度比
（％）

市税 65億3,800万0千円 24.2 1.0
譲与税･交付金 15億7,310万0千円 5.8 10.7
地方交付税 73億0,000万0千円 27.0 1.7
分担金及び負担金 3億1,669万5千円 1.2 △ 12.5
使用料及び手数料 8億965万0千円 3.0 △ 6.2
国庫支出金 44億6,918万7千円 16.5 5.4
県支出金 15億5,848万7千円 5.8 3.2
財産収入 2,682万4千円 0.1 △ 2.7
寄附金 1千円 ― ―
繰入金 10億9,472万5千円 4.1 1474.2
繰越金 0千円 0.0 皆 減
諸収入 5億9,323万1千円 2.2 149.5
市債 27億5,010万0千円 10.2 65.3

臨時財政対策債 6億9,000万0千円 2.6 △ 19.1
借換債 1億4,250万0千円 0.5 △ 9.4
事業債 19億1,760万0千円 7.1 193.5

計 270億3,000万0千円 100.0 11.2

一般会計 270億3,000万円0千円

特別会計

国民健康保険事業 74億9,380万円0千円

国民健康保険天満診療所   1億2,800万円0千円

駐車場事業       2,010万円0千円

介護保険事業  66億6,570万円0千円

後期高齢者医療保険事業  8億5,530万円0千円

５ 特別会計 小計 151億6,290万円0千円

企業会計

水道事業  23億5,969万7千円

下水道事業  36億4,273万5千円

病院事業  90億1,083万2千円

３ 企業会計 小計 150億1,326万4千円

○総額	    572億616万4千円
　前年度対比	  38億5,479万7千円（7.2％増）
※一般会計では、新庁舎建設事業費（22億 400 万円）を計上
したため、前年度比で 27億円の増加となっています。

{内訳
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平成31年度 予算の概要

その他（災害復旧事業費・積立金・予備費）

扶助費

人件費

物件費

補助費等

公債費

繰出金

維持補修費

普通建設事業費

歳出
270億3,000万0千円

一般会計　歳出予算
義
務
的
経
費（
支
出
が
法
令
等
に
お
い
て
義
務
付
け
ら
れ
、任

意
に
縮
減
で
き
な
い
経
費
）で
は
、公
債
費
に
お
い
て
、借
換
債
を

除
く
元
利
償
還
金
で
１
、１
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

一方
で
、人
件
費
に
お
い
て
は
、職
員
人
件
費
な
ど
の
増
加
に
よ

り
、前
年
度
比
１
億
２
、７
０
０
万
円
の
増
と
な
る
な
ど
、義
務

的
経
費
全
体
で
は
前
年
度
比
９
、５
０
０
万
円
、率
に
し
て
0.7
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、投
資
的
経
費
で
は
、新
庁
舎
建
設
事
業（
22
億
４
０

０
万
円
）、大
和
高
田
当
麻
線
街
路
事
業（
３
億
３
、２
０
０
万

円
）、高
田
西
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業（
１
億
８
、４
０
０
万

円
）な
ど
の
継
続
事
業
を
予
算
計
上
し
、前
年
度
比
20
億
７
、２

０
０
万
円
、率
に
し
て
１
６
９・４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
に
つ
い
て
も
、更
な
る
市
政
の
発
展
の
た
め
、

ま
た
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
生
活
に
密
着
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
　
主
な
事
業

歳出 予算額 構成比
（％）

前年度比
（％）

人件費 45億4,863万4千円 16.8 2.9
扶助費 62億1,490万9千円 23.0 △ 0.1
公債費 24億4,242万2千円 9.0 △ 1.1
普通建設事業費 32億9,549万7千円 12.2 169.4
災害復旧事業費 4千円 ― ―
物件費 38億348万0千円 14.1 3.8
維持補修費 1億7,995万5千円 0.7 △ 1.9
補助費等 32億9,223万4千円 12.2 12.2
積立金 986万2千円 0.0 280.2
繰出金 32億2,300万3千円 11.9 1.9
予備費 2,000万0千円 0.1 ―

計 270億3,000万0千円 100.0 11.2

〔
財
政
課　

内
線
２
１
０
〕

自立する
まちづくり

課税体制・収納体制の強化 1,720万円

ふるさと納税の推進 950万円

心豊かな、
市民・教育・
福祉

学力・学習状況調査の拡充 （小5・中1・中2） 160万円

学校ICT機器の整備 8,090万円

学校施設・公共施設の環境整備 （トイレ洋式化） 3,400万円

特別スポーツ教室の支援 110万円

（新）若者と地域をつなぐ交流モデル事業 120万円

こども食堂活動の支援 70万円

市立保育所空調設備の更新 （H29 ～ H31） 1,590万円

二次救急の充実（葛城地区） 940万円

（新）緊急通報体制の整備 580万円

元気と
にぎわいの
まちづくり

若者の出会いの場の創出 （結婚応援） 100万円

市民交流センターの運営 1億3,990万円

融資制度の充実（商工業・農業） 4,600万円

都市計画道路の整備 
（本郷大中線、大和高田当麻線） 3億8,040万円

コミュニティバス「きぼう号」の運行 6,370万円

安心 · 安全の
美しい
まちづくり

通学路の整備 （路面標示、通学路システム） 1,130万円

防犯灯LED化の推進 2,000万円

ブロック塀等の改修促進 600万円

（新）緑の基本計画の策定（H31 ～ H32） 1,000万円

（新）河川監視カメラの設置 590万円

平
成
31
年
度
の
事
業
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

●
若
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ
交
流
モ
デ
ル
事
業

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若
者
に
対
し
て
、社
会
的

な
孤
立
を
防
ぐ
た
め
の
居
場
所
の
設
置・運
営
に
取

り
組
み
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
ス
タ
ッ
フ
を
配

置
し
、相
談
業
務
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
緊
急
通
報
体
制
の
整
備

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
体
制
を
補
完
し
、急
病

な
ど
の
緊
急
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
行
う

た
め
、安
否
確
認
型
の
緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し

ま
す
。

●
緑
の
基
本
計
画
の
策
定

緑
地
の
保
全
や
緑
化
の
推
進
に
関
し
て
、そ
の
目

標
、施
策
な
ど
を
定
め
る
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

●
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

水
害
対
策
の一環
と
し
て
、河
川
の
増
水
に
対
し

て
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
、市
内
3
か
所
に
河

川
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。ま
た
、県
と
の
情

報
共
有
に
よ
り
、よ
り
効
果
的
な
運
用
を
図
り
ま
す
。
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農
作
業
後
に
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で
公
道
を
走
る
と
き
は
機
械
に

つ
い
た
泥
を
必
ず
落
と
し
て
か
ら
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。大
き
な

泥
の
か
た
ま
り
が
道
路
に
落
ち
る
と
自
動
車
だ
け
で
な
く
、歩
行

者
や
自
転
車
な
ど
の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

交
通
安
全
と
環
境
美
化
の
た
め
道
路
に
泥
を
落
と
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
産
業
振
興
課　
内
線
２
６
７
〕

本
市
で
は
、市
内
の
担
い
手
農
家
な
ど
の
経
営
の
安
定
を
図
る
た

め
に
保
証
料
お
よ
び
利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。農
業
制
度
資
金

の
利
用
を
考
え
て
い
る
人
は
、条
件
や
審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
産
業

振
興
課
農
業
振
興
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
産
業
振
興
課　
内
線
２
６
７
〕

消
防
法
で
は
、一
定
規
模
以
上
の
防
火
対
象
物
に
防
火
管
理
者

の
選
任
、消
防
計
画
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。災
害
が

発
生
し
た
場
合
は
、そ
の
消
防
計
画
に
基
づ
き
、初
期
消
火
、避
難

誘
導
、１
１
９
番
通
報
な
ど
を
実
施
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

年
度
は
じ
め
は
、人
事
異
動
な
ど
で
自
衛
消
防
活
動
の
能
力
が

低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。安
心
安
全
な
職
場
は
自
分
た
ち
で

作
る
と
い
う
団
結
力
を
高
め
、自
衛
消
防
組
織
の
見
直
し
、防
火・

防
災
教
育
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
高
田
消
防
署　
☎
25・
０
１
１
９
〕

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
使
用
し
た
後
の
お
願
い

防
火
・
防
災
教
育
を
実
施
し
よ
う

農
業
制
度
資
金
を
利
用
す
る
人
へ

声
を
出
す
こ
と
は
、心
と
体
を
ハ
ッ
ピ
ー
に

し
て
く
れ
ま
す
。皆
さ
ん
も
一
緒
に
歌
い
ま
せ

ん
か
。

▽
会
員
数　
21
人

▽
活
動
概
要　
毎
週
火
曜
日
の
午
後
1
時
30
分

か
ら
4
時
30
分
に
、中
央
公
民
館
3
階
で
練

習
し
て
い
ま
す
。6
月
の「
奈
良
県
合
唱
祭
」

で
は
、力
作
を
発
表
し
、10
月
の「
大
和
高
田

市
コ
ー
ラ
ス
の
つ
ど
い
」で
は
楽
し
い
曲
を

発
表
し
て
い
ま
す
。ま
た
、老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
訪
問
し
て
歌
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
団
体
理
念　
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
コ
ー

ラ
ス
を
練
習
し
、そ
の
発
表
を
行
う
。

▽
連
絡
先　
松
浦
文
子　
☎
23・
４
８
０
７

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
）に

登
録
し
て
い
る
活
動
団
体
を
、順
次
紹
介
し
ま

す（
順
不
同
）。一
緒
に
活
動
し
た
い
と
思
う
人
、

ま
た
は
興
味
の
あ
る
人
は
、連
絡
先
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
市
民
協
働
推
進
課　
☎
44・
３
２
１
０
〕

女
声
コ
ー
ラ
ス

高
田
ハ
ー
モ
ニ
ー

２
月
15
日
、土
庫
小
学
校
で
、行
政
相

談
の
出
前
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。行
政

相
談
委
員
の
辰
己
惠
子
さ
ん
と
坂
本
修

一
さ
ん
が
、仕
事
内
容
や
、相
談
方
法
な

ど
を
児
童
に
教
え
ま
し
た
。

役
所
の
仕
事
に
苦
情
、要
望
が
あ
る

と
き
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。毎
月
第

４
火
曜
日
に
、総
合
福
祉
会
館
で
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

〔
企
画
広
報
課　
内
線
２
７
３
〕

２
月
26
日
、本
市
と
奈
良
県
葬
祭
業

協
同
組
合
は
、「
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
棺
及
び
葬
祭
用
品
の
供
給
並
び
に
遺

体
の
搬
送
等
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。本
協
定
は
、大
規
模

災
害
発
生
時
に
被
災
者
や
ご
遺
族
へ
迅

速
な
対
応
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。〔危

機
管
理
課　
内
線
２
４
０
〕

２
月
27
日
、大
和
高
田
市
担
い
手
営

農
研
究
会
の
皆
さ
ん
が
、大
相
撲
春
場

所
に
備
え
て
市
内
で
稽
古
を
重
ね
る
錣し

こ
ろ

山や
ま

部べ

屋や

の
力
士
た
ち
に
、本
市
の
特
産

野
菜
な
ど
を
差
し
入
れ
し
ま
し
た
。

同
研
究
会
会
長
の
吉
村
信
雄
さ
ん
は

「
た
く
さ
ん
食
べ
て
稽
古
に
励
む
と
と

も
に
、特
産
野
菜
の
魅
力
を
知
っ
て
欲

し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

〔
産
業
振
興
課　
内
線
２
４
６
〕

「
行
政
相
談
」っ
て
何
？

災
害
応
援
協
定
締
結

大
相
撲
春
場
所
に
向
け
て

▲吉田市長（左）と理事長 鈴木勝士さん（右） ▲出前授業の様子▲野菜を渡す吉村信雄さん
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● 市消費生活センター　 ▽相談日時　月～金曜日 午前 10 時〜午後 4 時　 ▽ところ　市役所 3 階
　　　　　　　　　　　 ▽予約先　内線 314　 0745-44-3117 ※祝日、昼休みを除く。要予約。
● 県消費生活センター中南和相談所　 ▽相談受付日時　月〜金曜日 午前9時〜午後4時 30 分 

　 ▽ところ　市民交流センター「コスモスプラザ」3 階　 ▽問合せ　☎ 22-0931　 ※祝日、年末年始を除く。

副
業
紹
介
サ
イ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、副
業
を
検
索
し
て
い
た
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
ネ
ッ
ト
副
業
を
紹
介
し
て
い
る
サ
イ
ト
を
見
つ

け
た
。そ
の
中
で「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
商
品
を
お
試
し

価
格
で
購
入
し
、商
品
を
事
業
者
に
送
る
だ
け
の
簡
単
な
作

業
」と
だ
け
記
載
さ
れ
た
副
業
の
サ
イ
ト
を
見
つ
け
た
。お
試

し
価
格
と
実
際
の
販
売
額
と
の
差
額
で
収
入
を
得
ら
れ
る
と

思
い
、サ
イ
ト
上
か
ら
登
録
し
て
申
し
込
ん
だ
。メ
ー
ル
で
表

計
算
シ
ー
ト
が
届
き
、そ
こ
に
購
入
し
た
商
品
を
書
き
込
ん

で
い
く
よ
う
言
わ
れ
た
が
、最
初
に
購
入
代
金
を
支
払
う
こ

と
が
不
安
に
な
り
、解
約
し
た
い
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、「
表
計

算
シ
ー
ト
を
送
っ
た
の
で
シ
ス
テ
ム
の
盗
用
に
な
る
。こ
の

ま
ま
放
置
す
れ
ば
担
当
の
弁
護
士
を
通
じ
て
損
害
賠
償
請
求

を
す
る
」と
い
う
脅
し
の
よ
う
な
メ
ー
ル
が
届
い
た
。今
後
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
。 

（
30
代
　
男
性
）

こ
の
副
業
あ
っ
せ
ん
サ
イ
ト
は
、さ
ま
ざ
ま
な
働
き
手
を

募
集
中
の
事
業
者
が
登
録
し
て
い
て
、そ
の
中
か
ら
自
分
に

合
っ
た
仕
事
を
見
つ
け
、募
集
し
て
い
る
事
業
者
、ま
た
は
個

人
と
契
約
を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
中
に
は
悪
質
な
事
業
者
も
い
て
、お
金
が
支
払
わ
れ

な
か
っ
た
り
、犯
罪
に
加
担
し
た
り
す
る
リ
ス
ク
な
ど
も
あ

り
ま
す
。お
試
し
価
格
で
の
販
売
は
、定
期
購
入
が
条
件
の
も

の
や
、転
売
禁
止
と
記
載
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

今
回
の
事
例
で
は
、購
入
し
て
事
業
者
に
送
っ
た
商
品
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、ど
の
よ
う
に
し
て
収
入
を
得
ら

れ
る
の
か
も
不
明
で
し
た
。事
業
者
と
の
契
約
は
内
容
に
つ

い
て
合
意
が
な
く
、成
立
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。損
害

賠
償
請
求
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
の
で
、今
後
は
連
絡
を
一

切
し
な
い
よ
う
に
と
助
言
し
ま
し
た
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
簡
単
に
儲
け
ら
れ
る
、と
い
う
副
業
サ
イ
ト
で
被
害
に

あ
っ
て
い
る
消
費
者
が
近
年
増
加
し
て
い
ま
す
。「
誰
で

も
、簡
単
に
、失
敗
な
く
」と
い
う
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
屋
根
工
事
や
水
道
工
事
な
ど
、登
録
し
た
事
業
者
の
連
絡

先
を
紹
介
す
る
サ
イ
ト
は
ほ
か
に
も
多
数
あ
り
ま
す
。登

録
し
て
い
る
事
業
者
に
つ
い
て
は
自
分
で
安
全
性
、信
用

性
を
確
か
め
る
し
か
な
く
、紹
介
し
て
い
る
サ
イ
ト
が
責

任
を
取
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
副
業
に
つ
い
て
は
相
手
事
業
者
に
つ
い
て
十
分
調
査
し
て

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。契
約
内
容
や
信
用
性
を
確

認
す
る
前
に
個
人
情
報
を
伝
え
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
、不
安
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
ま
で
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

暮らしのレスキュー
サービストラブル

台所の水が漏れていたので、
見積もり無料の広告を見て依
頼したらすごく高くて、そのう
え見積もりにかかった費用も
請求されました。

それでもトラブルになった
ときは？

どうすればいいので
しょうか。

どのようなトラブル
なんですか？

①広告の表示や電話で聞い
た料金を鵜呑みにしない。

②契約するときは複数社から
見積もりをとる。

③料金やサービス内容に納得
できないときは契約をきっ
ぱりと断る。

みくちゃんのようなケースや
見積もりを依頼したらその場
で高額な契約を急がされた
り、作業内容が不十分だった
り、さまざまだね。

なるほど。最近、同じよ
うな話が増えてるね。

いつも通り、消費生活
センターへ！

水漏れだけでなく、ネズミ駆
除や鍵開けなどもよくトラブ
ルになっているよ。
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4月21日（日）は大和高田市長選挙・大和高田市議会議員選挙の投票日
■
今
回
の
選
挙
に

　
投
票
で
き
る
人

　

選
挙
で
投
票
す
る
た
め
に
は
、

『
選
挙
人
名
簿
』に
登
録
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。今
回
の

選
挙
で
、選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
は
、次
の
要
件
を
満
た

す
人
で
す
。

投
票
し
ま
し
ょ
う

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

投票時間　午前7時〜午後8時

投票用紙の記入にご注意！
大和高田市長選挙
白色の用紙

大和高田市議会議員選挙
うぐいす色の用紙
（薄いグリーン）

▽
年
齢
要
件
な
ど　
平
成
13
年
４

月
22
日
以
前（
４
月
22
日
を
含

む
）に
生
ま
れ
た
人

▽
住
所
要
件　
平
成
31
年
１
月
13

日
以
前（
1
月
13
日
を
含
む
）に

住
民
登
録（
転
入
届
出
）を
し
、

引
き
続
き
３
か
月
以
上
、大
和

高
田
市
に
住
民
登
録
さ
れ
、か

つ
居
住
し
て
い
る
人

■
市
内
転
居
者
の
投
票
所

　
４
月
６
日
㈯
以
降
の
市
内
転
居

者
は
、旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所
入
場
整
理
券

　

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、各
世

帯
毎
に
封
書
で
郵
送
し
ま
す
。届

い
た
ら
中
身
を
確
認
し
て
、投
票

所
に
行
く
と
き
は
、自
分
の
入
場

整
理
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。こ

の
入
場
整
理
券
は
、投
票
所
の
事

務
を
円
滑
に
お
こ
な
う
た
め
等
の

も
の
で
、紛
失
し
た
り
、届
か
な

か
っ
た
場
合
で
も
、選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、投

票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。■

投・開
票
の
日
時
、場
所

　

投
票
は
、４
月
21
日
㈰
午
前
７

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、市
内
22

か
所
の
投
票
所
で
お
こ
な
い
、開
票

は
、同
日
、大
和
高
田
市
立
総
合

体
育
館
で
、午
後
９
時
か
ら
お
こ

な
う
予
定
で
す
。投
票
場
所
は
、入

場
整
理
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、本
誌
⑨
ペ
ー
ジ
〜
⑩
ペ
ー
ジ

掲
載
の「
投
票
所一覧
」で
確
認
の

う
え
、指
定
の
投
票
所
で
投
票
を

お
こ
な
って
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票・不

在
者
投
票

　
投
票
日
当
日
、仕
事
や
旅
行
等
、

一定
の
理
由
で
、投
票
所
に
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
人
は
、期
日
前
投

票
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券
の
裏
面
の
期

日
前
投
票
宣
誓
書
に
本
人
が
必
要

事
項
を
記
入
し
、期
日
前
投
票
所

（
市
役
所
３
階
東
会
議
室
）ま
で

来
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

　
４
月
15
日
㈪
〜
20
日
㈯

▽
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

８
時

※
前
記
の
場
所
で
期
日
前
投
票
を

お
こ
な
う
以
外
に
、次
の
方
法
に

よ
り
不
在
者
投
票
を
お
こ
な
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。該
当
す
る

人
は
、郵
便
事
情
等
を
考
慮
し

て
、お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　（
請
求
は
４
月
17
日
㈬
ま
で
）

　

身
体
障
害
者
手
帳・戦
傷
病
者

手
帳
ま
た
は
、介
護
保
険
の
被
保

険
者
証
を
お
持
ち
の
人
で
、障
が

い
の
程
度
ま
た
は
、要
介
護
状
態

が【
Ａ
表
】の
基
準
に
該
当
す
る
人

は
、自
宅
等
か
ら
郵
便
等
に
よ
る

投
票
が
で
き
ま
す
。ま
た
、郵
便

投
票
等
が
で
き
る
目
の
不
自
由
な

人
や
上
肢
に
障
が
い
の
あ
る
人
で
、

【
Ｂ
表
】の
基
準
に
該
当
す
る
人

は
、あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員

会
に
届
け
出
た
代
理
人（
選
挙
権

を
有
す
る
人
）に
代
理
記
載
を
依

頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
で
投
票
を
お
こ

な
う
に
は
、あ
ら
か
じ
め「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
る

選挙権年齢が18 歳以上に
　将来を担う若い世代の声を、これまで以上に政治に
　取り入れるために、引き下げられました
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4月21日（日）は大和高田市長選挙・大和高田市議会議員選挙の投票日
身体障害者手帳 戦傷病者手帳 介護保険の被保険者証
両下肢・体幹・移動
機能障害（1級・2級）

両下肢・体幹の障害
（特別項症〜第2項症）

要介護状態区分
（要介護5）

心臓・腎臓・呼吸器・
膀胱・直腸・小腸の
障害（1級・3級）

心臓・腎臓・呼吸器・
膀胱・直腸・小腸・
肝臓の障害
（特別項症〜第3項症）免疫・肝臓の障害

（1〜3級）

【B表】

【A表】

障害の
部位

身体障害者
手帳

戦傷病者
手帳

視覚障害
上肢障害

1級 特別項症
〜第2項症

※選挙についてのお問い合わせは、選挙管理委員会事務局（内線 352・353）まで。

な
ど
、事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
病
院・施
設
で
の
不
在
者
投
票

　
病
院
や
施
設
に
入
院・
入
所
中

の
人
は
、そ
の
病
院
等
が
不
在
者

投
票
の
で
き
る
施
設
の
指
定
を
受

け
て
い
れ
ば
、そ
の
場
所
で
、不
在

者
投
票
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
そ
の
病
院
等
に
お
早
め
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

◎
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　
す
で
に
仕
事
な
ど
で
、他
の
市
区

町
村
に
滞
在
中
で
、投
票
日
ま
で

に
大
和
高
田
市
に
帰
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、滞
在
地
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
お
こ

な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
和
高
田
市
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
何
ら
か
の
理
由
で

　
字
が
書
け
な
い
と
き

▽
代
理
投
票　
身
体
の
故
障
な
ど

に
よ
り
自
分
で
字
の
書
け
な
い

人
は
、投
票
管
理
者
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。投
票
補
助
者
が

本
人
に
代
わ
って
、投
票
用
紙
に

候
補
者
の
氏
名
な
ど
を
記
載
し

ま
す
。

政治家が選挙区内の人に
お金や物を贈ることは禁止されています
有権者が求めてもいけません

政治家が選挙区内の人に
お金や物を贈ることは禁止されています
有権者が求めてもいけません

政治家が選挙区内の人に
お金や物を贈ることは禁止されています
有権者が求めてもいけません
みんなで守ろう「三ない運動」

贈らない

求めない

受けとらない

親睦旅行への差し入れ

野球大会やママさん
バレーへの差し入れ

ゴルフコンペ
などの賞品

集会の飲食代

祭りの寄附
やお酒

開店祝などの花輪や祝金　

葬式の香典や花輪
お中元やお歳暮

ちょっとしたおみやげ　

結婚・出産・入学・
卒業・就職の祝金

▽
点
字
投
票　
目
の
不
自
由
な
人

は
、投
票
所
で
投
票
管
理
者
に

申
し
出
れ
ば
、点
字
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

　
投
票
日
に
は
、次
の
時
間
に
サ
イ

レ
ン
が
鳴
ら
さ
れ
ま
す
。

▽
午
前
７
時（
投
票
開
始
の
お
知

ら
せ
）

▽
午
後
７
時（
投
票
終
了
１
時
間

前
の
お
知
ら
せ
）

▽
午
後
８
時（
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
終

わ
る
と
、投
票
を
終
了
し
ま
す
）

■
選
挙
公
報

　
選
挙
公
報
は
、４
月
19
日
㈮
ま

で
に
配
布
し
ま
す
。届
か
な
い
場

合
は
、大
和
高
田
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

※
今
回
の
選
挙
は
、本
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
開
票
速
報
を

掲
載
し
ま
す
。
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土庫小学校

大和大谷別院会館

磐園小学校 高田小学校

片塩小学校

165

165
浮孔小学校

昭和町三番地会館

神楽公民館

陵西小学校

大谷別院
菅原幼稚園
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健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江

平
成
31
年
度
を
迎
え
て

平
成
31
年
度
の
病
院
方
針
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。病
院
単

独
で
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る

た
め
、現
状
で
の
方
針
と
な
り
ま

す
。２

０
１
６
年
４
月
に
院
長
を
拝

命
し
、３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。ス

タ
ッ
フ
の
努
力
も
あ
り
、徐
々
に

で
は
あ
り
ま
す
が
、病
院
の
体
制

が
整
備
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。組
織
図
が
見
直
さ
れ
、病
院

執
行
部
の
メ
ン
バ
ー
が
各
々
の
役

割
を
自
覚
し
、各
部
署
の
連
携
や

会
議
の
在
り
方
、各
委
員
会
で
の

検
討
事
項
の
確
認
、組
織
横
断
的

チ
ー
ム
医
療
の
推
進
な
ど
に
取
り

組
み
、病
院
全
体
と
し
て
着
実
に

進
歩
し
て
い
ま
す
。ま
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
で
、仮
説
を
立
て
、

実
行
し
、検
証
す
る
と
い
う
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
も
少
し
ず
つ
運
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。病

院
全
体
の
取
り
組
み
で
は
、

昨
年
末
か
ら
耐
震
性
に
つ
い
て
報

道
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
に

病
院
建
替
え
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。２
０
１
７
年
に
す
で
に
基
本

構
想
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す

が
、本
年
度
か
ら
は
さ
ら
に
具
体

的
な
基
本
計
画
、引
き
続
き
の
基

本
設
計
な
ど
早
期
の
建
替
え
に
向

か
う
準
備
が
始
め
ら
れ
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。大
和
高
田
市
と
の

連
携
が
欠
か
せ
な
い
大
事
業
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、昨
年
10
月
以
来
、葛
城
地

区
の
二
次
救
急
輪
番
が
開
始
さ

れ
、救
急
の
応
需
率
の
上
昇
や
搬

送
先
病
院
の
決
定
ま
で
の
時
間
短

縮
な
ど
、統
計
的
な
資
料
か
ら
も

葛
城
地
区
の
救
急
体
制
の
改
善
が

示
さ
れ
、順
調
に
運
用
さ
れ
て
い

ま
す
。本
年
度
は
、輪
番
病
院
群
と

救
急
隊
、奈
良
県
立
医
科
大
学
と

の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、在
宅
医

療
や
介
護
施
設
な
ど
の
支
援
強
化

に
繋
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。次

に
、以
前
に
も
お
知
ら
せ
し

た
よ
う
に
、本
年
度
は
、周
産
期
医

療・
小
児
医
療
の
充
実
を
は
か
る

方
針
で
す
。新
た
に
小
児
科
に
医

師
を
迎
え
、当
院
産
婦
人
科
お
よ

び
周
辺
の
小
児
科
開
業
医
と
の
連

携
を
強
化
し
て
行
く
予
定
で
す
。

安
心
し
て
出
産・
子
育
て
が
行
え

る
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

最
後
に
、今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
は
10
連
休
と
な
り
ま
す

が
、地
域
の
医
療
に
空
白
を
き
た

さ
な
い
た
め
、４
月
30
日
か
ら
５

月
２
日
ま
で
の
３
日
間
は
開
院
し

ま
す
。た
だ
し
、診
療
科
に
よ
っ
て

は
休
診
と
な
る
科
も
あ
り
ま
す
の

で
、来
院
す
る
場
合
は
、事
前
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
の
う

え
、き
て
く
だ
さ
い
。

大
和
高
田
市
立
病
院

院
長　
岡
村
隆
仁

〔
市
立
病
院　
☎
53・２
９
０
１
〕

「
ス
マ
ホ
首
―
ス
マ
ホ
の

使
い
過
ぎ
に
注
意
」

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以
下
ス
マ

ホ
）の
普
及
に
と
も
な
い
、ス
マ
ホ

の
使
い
過
ぎ
で
心
身
の
不
調
を
感

じ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。そ
の

う
ち
の
ひ
と
つ
が
首
や
肩
の
こ
り

や
痛
み
で
、「
ス
マ
ホ
首
」と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

本
来
、人
間
の
首
は
頸
椎
と
い

う
７
つ
の
骨
の
連
な
り
で
で
き

て
い
て
、ゆ
る
や
か
な
Ｓ
字
状
の

カ
ー
ブ
を
描
く
こ
と
で
重
た
い
頭

を
支
え
て
い
ま
す
。う
つ
む
き
姿

勢
で
ス
マ
ホ
の
小
さ
な
画
面
を
凝

視
す
る
よ
う
な
悪
い
姿
勢
を
長
時

間
続
け
て
い
る
と
、首
の
関
節
や

筋
肉
が
固
ま
っ
て
し
ま
い
、カ
ー

ブ
の
な
い
ま
っ
す
ぐ
な
首
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。首
に
常
に
大

き
な
負
担
が
か
か
る
よ
う
に
な
る

た
め
、首
や
肩
の
こ
り
が
慢
性
化

し
、血
行
不
良
を
引
き
起
こ
し
た

り
、神
経
の
働
き
に
も
支
障
を
き

た
し
、頭
痛
や
し
び
れ
な
ど
の
症

状
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
症
状
は
長
時
間
の

パ
ソ
コ
ン
作
業
で
も
起
こ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

ス
マ
ホ
を
見
る
場
合
は
、で
き

る
だ
け
画
面
を
目
の
高
さ
で
見
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。パ
ソ
コ
ン

作
業
を
す
る
と
き
は
、イ
ス
と
机

を
近
づ
け
猫
背
に
な
ら
な
い
よ
う

正
し
い
姿
勢
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。そ
し
て
30
分
ご
と
に
休
憩
を

と
り
、体
を
動
か
し
た
り
、ス
ト

レ
ッ
チ
し
て
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

枕
の
高
さ
を
低
く
し
た
り
枕
の

使
用
を
や
め
る
こ
と
で
、ス
マ
ホ

首
の
症
状
が
軽
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ス
マ
ホ
は
と
て
も
便
利
で
、私

た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、頼
り
す
ぎ
ず
、上
手
な
つ
き
あ

い
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

天
満
診
療
所
健
康
教
室

▽
と
き　
４
月
18
日
㈭

　
午
後
１
時
～
２
時

▽
と
こ
ろ　
天
満
診
療
所

▽
テ
ー
マ　
「
腰
痛
と
膝
関
節
症
」

▽
講
師　
　
梅
本 

典
江（
天
満
診

療
所
医
師
）

〔
天
満
診
療
所　
☎
52・５
３
５
７
〕
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氷
上
の
チ
ェ
ス
と
も
い
わ
れ
、息

詰
ま
る
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

カ
ー
リ
ン
グ
。２
０
１
８
年
２
月
に

行
わ
れ
た
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

カ
ー
リ
ン
グ
女
子
日
本
代
表
の
試
合

で
、中
継
の
マ
イ
ク
が
た
び
た
び
彼

女
た
ち
の
こ
の
言
葉
を
拾
い
ま
し
た
。

「
そ
だ
ね
ー
」

銅
メ
ダ
ル
と
い
う
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
活
躍
も
あ
り
、こ
の「
そ
だ

ね
ー
」が
一
気
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、２
０
１
８
年
の
世
相
を
表

す
言
葉
を
決
め
る「
新
語・流
行
語
大

賞
」（
自
由
国
民
社『
現
代
用
語
の
基

礎
知
識
』選
）に「
そ
だ
ね
ー
」が
選
ば

れ
ま
し
た
。

試
合
の
様
子
を
テ
レ
ビ
観
戦
し

て
い
た
私
た
ち
は
、「
そ
だ
ね
ー
」と

聞
い
て
、何
と
も
い
え
な
い
ほ
ほ
え

ま
し
さ
、あ
た
た
か
さ
を
感
じ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
し
か
に
、「
そ
だ
ね
ー
」の
独
特

の
ト
ー
ン
、イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。し
か
し
、私

た
ち
が
ほ
ほ
え
ま
し
さ
や
あ
た
た
か

さ
を
感
じ
た
の
は
そ
れ
だ
け
で
し
ょ

う
か
。

「
そ
だ
ね
ー
」は「
そ
う
だ
ね
」「
そ

う
で
す
ね
」の
意
味
で
す
。こ
れ
は
相

手
の
言
動
に
対
し
て
相
づ
ち
や
同
調

の
言
葉
で
す
が
、受
容
や
容
認
、つ
ま

り
相
手
を
認
め
る
意
志
も
含
ま
れ
ま

す
。相
手
の
言
動
に
た
と
え
反
論
す

る
に
し
て
も
、相
手
を
尊
重
し
、ま
ず

は「
そ
う
だ
ね
」「
そ
う
で
す
ね
」と
伝

え
ま
す
。そ
う
す
る
と
、相
手
は
自
分

の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

て
、と
て
も
居
心
地
が
よ
く
、相
手
へ

の
信
頼
感
が
生
ま
れ
ま
す
。こ
う
し

て
お
互
い
が
認
め
合
え
る
関
係
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。緊
張
感
の
あ
る
カ
ー
リ
ン
グ
の

試
合
中
に
、女
子
代
表
チ
ー
ム
の
こ

う
し
た
関
係
を
私
た
ち
は
垣
間
見
ま

し
た
。お
互
い
を
認
め
合
え
る
場
面

に
私
た
ち
が
出
会
っ
た
と
き
、そ
の

関
係
に
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
」は
、

近
く
に
い
る
相
手
を
認
め
る
こ
と
、受

け
入
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

「
そ
う
だ
ね
」「
そ
う
で
す
ね
」の
気
持

ち
が
相
手
に
伝
わ
る
こ
と
で
、お
互
い

が
認
め
合
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
、そ
れ
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、あ
た
た
か
さ

を
感
じ
る
人
権
尊
重
の
ま
ち
と
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
７
９
〕

こ
こ
か
ら
始は
じ
ま
る
。　

〔
く
ら
し・せ
い
か
つ
支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕
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「
そ
だ
ね
ー
」の
あ
た
た
か
さ

今こ
ん

回か
い

は
医い

り
ょ
う
ひ

療
費
が
な
く
て
病び

ょ
う

院い
ん

に
か
か
れ
ず
困こ

ま

っ
て
い
る
と
相そ

う

談だ
ん

に
き
た
21
歳さ

い

Ｅ
さ
ん
の
お
話は

な
し

で
す
。

Ｅ
さ
ん
は
、
現げ

ん

在ざ
い

2
つ
の
仕し

事ご
と

を
掛か

け
持も

ち
し
て
る
の
で
す
が
、

時じ

給き
ゅ
う

も
低ひ

く

い
た
め
1
か
月
の
収し

ゅ
う

入に
ゅ
う

は
、
多お

お

く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｅ
さ

ん
に
は
別べ

つ

に
暮く

ら
す
母は

は

親お
や

と
妹

い
も
う
と

が
い
ま
す
。
母は

は

親お
や

の
経け

い

済ざ
い

状じ
ょ
う

況き
ょ
う

と
家か

計け
い

の
管か

ん

理り

が
よ
く
な
い
た

め
に
、
妹

い
も
う
とが
ご
飯は

ん

を
食た

べ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
は
と
思お

も

い
、
Ｅ

さ
ん
は
と
き
ど
き
支し

援え
ん

を
し
て
い

ま
す
。
今こ

ん

回か
い

、
Ｅ
さ
ん
は
体た

い

調ち
ょ
う

を
く
ず
し
、
病び

ょ
う

院い
ん

に
い
く
お
金か

ね

も

な
く
な
り
、
生せ

い

活か
つ

費ひ

を
貸か

し
て

も
ら
え
な
い
か
と
相そ

う

談だ
ん

に
き
て
く

れ
た
の
で
し
た
。
ま
ず
は
話は

な

し
や

す
い
環か

ん

境き
ょ
う

を
作つ

く

り
、
Ｅ
さ
ん
を
労ね

ぎ
ら

い
、
相そ

う

談だ
ん

に
乗の

り
ま
し
た
。
市し

役や
く

所し
ょ

に
は
お
金か

ね

を
借か

り
る
制せ

い

度ど

が
な

い
た
め
、
地ち

域い
き

の
民み

ん

生せ
い

委い

員い
ん

さ
ん

に
繋つ

な

ぎ
、
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

の

貸か
し

付つ
け

制せ
い

度ど

を
利り

用よ
う

で
き
な
い
か
相そ

う

談だ
ん

を
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｅ
さ
ん
は

国こ
く

民み
ん

健け
ん

康こ
う

保ほ

険け
ん

に
も
加か

入に
ゅ
う

し
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
一い

っ

緒し
ょ

に
保ほ

険け
ん

医い

療り
ょ
う

課か

で
保ほ

険け
ん

証し
ょ
う

を
つ
く
り
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
話は

な

し
を
す
る
中な

か

で
、

Ｅ
さ
ん
は
明あ

し
た日
か
ら
ま
た
仕し

事ご
と

な

の
で
、
今き

ょ
う日

の
夜や

診し
ん

で
何な

ん

と
か
病び

ょ
う

院い
ん

に
い
っ
て
み
る
と
決き

め
ま
し
た
。

次つ
ぎ

の
日ひ

、
民み

ん

生せ
い

委い

員い
ん

さ
ん
か
ら
何な

ん

度ど

も
市し

役や
く

所し
ょ

に
連れ

ん

絡ら
く

が
あ
り
、「
あ

の
子こ

は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
」
と

心し
ん

配ぱ
い

し
て
く
れ
ま
し
た
。
Ｅ
さ
ん

か
ら
も
元げ

ん

気き

な
声こ

え

で
連れ

ん

絡ら
く

が
あ
り
、

「
病び

ょ
う

院い
ん

に
行い

け
ま
し
た
。
診し

ん

療り
ょ
う

代だ
い

も
給き

ゅ
う

料り
ょ
う

が
出で

た
ら
持も

っ
て
き
て
ね

と
言い

っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
の
こ

と
で
し
た
。
Ｅ
さ
ん
の
生せ

い

活か
つ

は
本ほ

ん

質し
つ

的て
き

に
は
解か

い

決け
つ

し
て
い
ま
せ
ん
が
、

い
ろ
い
ろ
な
人ひ

と

た
ち
の
支さ

さ

え
の
中な

か

で
、
Ｅ
さ
ん
は
今き

ょ
う日

も
仕し

事ご
と

と
向む

き
合あ

っ
て
い
ま
す
。

自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

、
家か

族ぞ
く

の
こ
と
、
地ち

域い
き

で
気き

に
な
る
人ひ

と

や
子こ

ど
も
の
こ

と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
先ま

ず
は
一い

ち

度ど

お
話は

な
し

を
聴き

か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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一般書

電子図書館 貸出ランキング

新着図書のご案内

4 月のおはなし会 催しのご案内
◎おはなし会

（担当：たかだおはなしろうそくの会）
▷と　き　4月13日㈯
　　　　　ごぜん11じから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　4さいいじょう
●えほん　「いつもいっしょに」
●子どもらくご「まんじゅうこわい」

◎えほんとわらべうたの時間≪きらら≫
（担当：たかだおはなしろうそくの会）
▷と　き　4月27日㈯
　　　　　ごぜん11じから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　3さいいか
●えほん　「おおきなかぶ」
●おはなし「だいこんにんじんごぼう」

◎絵本のよみきかせ（毎月第1・3土曜日開催）
▷と　き　ごぜん11じから
▷ところ　としょかん　えほんコーナー
▷たいしょう　どなたでも

〔市立図書館　☎52-3424　 52-9415〕

■「育てよう…さくらコットン」

▷ところ　わったーらんど、経済会館3階
▷講　師　元気な大和高田創造協議会
▷対　象　市内在住の小学生
▷定　員　40名（低学年は保護者同伴）
▷共　催　元気な大和高田創造協議会

■大人対象「絵本お楽しみ会」
▷と　き　4月28日㈰、5月26日㈰
　　　　　午前10時30分～ 11時30分ごろ
▷ところ　市立図書館2階　プレイルーム
▷内　容　大人の人対象の絵本の時間です。お互いに読み

聞かせをして、絵本について語りましょう。
▷定　員　20名

上記イベントの申込方法
4月2日㈫から定員に達するまでの期間、図書館カウン
ターまたは電話で受付します。

最新データサイエンスがよ〜くわかる本 高木 章光／著 秀和システム

大江戸武士の作法 小和田 哲男／監修 G.B.

がんになったら知っておきたいお金の話 黒田 ちはる／著 日経メディカル開発

おかしな生きもの写真館 ポール・ジョインソン・ヒックス／編著 二見書房　

私の後始末 曽野 綾子／著 ポプラ社

児童書
ドラえもん社会ワールド経済がよくわかる  藤子・F・不二雄／まんが 小学館

最新！リサイクルの大研究  田崎 智宏／監修 PHP研究所

ワニのオーケストラ入門 ドナルド・エリオット／文 岩波書店　

子犬たちのあした  ミーガン・リクス／文 徳間書店

どんぶりん  新井 洋行／絵 アリス館　

第 1 位 あなたの「片づけられない」をすべて断捨離！ やました ひでこ／監修 マガジンハウス

第 1 位 疲れがとれる！眠るコツ。 マガジンハウス

第 3 位 「創刊以来のベストレシピ」を一冊に
まとめました 永久保存版 電子版 扶桑社

第 3 位 おにぎりレシピ101 EPUB3.0版 山田 玲子／著 ポット出版

第 3 位 かぐやひめ （おとえほん日本昔話） 柿原 さゆり／挿絵 デシベル

と　き 内　容

第1回 4月21日㈰
午前9時30分～正午ごろ さくらコットンの種植え

第2回 7月中旬　予定 観察と雑草取り
第3回 9月中旬　予定 綿つみ
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一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　

  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　

  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　

  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　

  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　

  

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市 市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。相談は無料で、秘密は守られます。
※市外局番は、「0745」です。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316

市立土庫公民館 TEL.23-3560

市立菅原公民館 TEL.23-3561

市立陵西公民館 TEL.23-3562

さざんかホール TEL.53-8200 FAX53-8201

図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415

水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730

社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298

保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660

市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357  FAX52-5100

青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364

葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001

クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383

総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863

総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701

さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535

下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565

高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292

JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414

近鉄高田市駅 TEL.53-2531

市民交流センター TEL.44-3210 FAX44-3212

親と子のすこやか広場 TEL.44-3213 FAX44-3214

高齢者いきいき相談室 TEL.44-3215

相談名 曜日 時間 場所 問合せ

消費生活相談（予約優先） 月～金曜日 午前１０時～正午
午後１時～ ４時

大和高田市
消費生活センター 消費生活センター☎２２－１１０１

人権相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～ ４時 総合福祉会館 人権施策課☎２２－１１０１
行政相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～ ４時 総合福祉会館 企画広報課☎２２－１１０１
中小企業金融相談
中小企業経営相談 随時（内容に応じて、産業振興課で相談窓口をご案内します） 産業振興課☎２２－１１０１

母子父子相談 月〜金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 児童福祉課☎２２－１１０１

心配ごと相談 第２･４金曜日 午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

法律相談（要予約）
第２･３火曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６
第１･３･４･５木曜日
相談日の２週間前から前日までに予約 午後１時～ ４時 総合福祉会館 奈良弁護士会☎０７４２－２2－2035

司法書士の法律相談（要予約） 第２･３月曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６

生活相談 第２･３･４･５水曜日
事前に問い合わせてください。午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

健康相談 ･ 栄養相談（要予約） 毎月１回、所定の日 午前９時～ １０時 保健センター☎２３－６６６１
子育てホットライン
健康ホットライン 月～金曜日 午前９時～正午

午後１時～ ４時３０分 保健センター☎２３－６６６１

教育ガイダンス 月～金曜日 午前１０時～午後５時 青少年センター☎２３－１３２２

家庭児童相談室 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 家庭児童相談室☎２３－１１９５

女性相談（要予約）
○第１火曜日･
　第３金曜日
○第２土曜日
※祝日等により変更の場合あり

○午前９時１５分～
　午後０時５分
○午後１時～ ３時５０分 人権施策課☎２２－１１０１

住まいづくり相談
第4水曜日 午後１時～ ４時１０分

営繕住宅課☎２２－１１０１
平日の午前9時～午後5時の間に予約　定員４名

税理士による税務相談 ２月･３月を除く、第３金曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 近畿税理士会葛城支部☎２２－５２８８
就業相談 月～土曜日 午前９時～午後５時 県産業会館３Ｆ 高田しごとｉセンター☎２４－２０１０
借金おなやみダイヤル 火･金曜日 午後１時～ ４時 奈良弁護士会☎０７４２－２０－７８３０
相続 ･ 遺言お悩みダイヤル 月～金曜日 午前９時３０分～午後５時 奈良弁護士会☎０７４２－２２－４６１１
ひまわりあんしん
（高齢者 ･障がいのある人のための法律相談）

火･木曜日 午後１時３０分～ ４時
奈良弁護士会☎０１２０－８７４－７３７

電話相談は無料。来所･出張相談は有料

14 広報誌　　　　　　　2019年4月号


